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論 文 内 容 の 要 旨
牌仝別後の主なる病態は糖尿病, 脂肪肝及び消化吸収障害であるが, このうち糖尿病と脂肪肝は適量の





便量が少く, steatorrhoe の傾向も軽減し, 体重減少もインシュリンのみの投与に比し目立って少いこと
を報告している｡ 著者はかかるエストロゲン投与が豚全別犬の消化吸収機能に如何なる影響を与えている
かを検討し次の結果を得た｡
(1 ) Cr20 3 を指標物質とした消化吸収試験の結果によれば, 騨全別後, インシュリン ･エストロゲン
の併用は消化吸収機能を全般的に改善し, 特に脂肪の消化吸収率はインシュリン単独投与群29.1% , エス
トロゲン単独投与群33.7% に比し82.1% と著しく好転した｡
(2 ) 131Ⅰオレイン酸吸収試験もインシュリン ･エストロゲン併用群では血中吸収率の最大値は4 時間
借5･25% , 糞便排滑率10･8% と正常に近い値を示し, これに対 しインシュリン単独投与群では血中吸収率
6時間値が0.41% , 糞便排浬率26.5% と著明な吸収障害を示した｡
(3 ) 肝胆汁成分については, 蹄全刻犬で胆汁量の減少が認められ, また燐脂質の減少が著しく, イン
シュリン ･エストロゲンの併用はこの傾向を改善し正常値に近ずけた｡
(4 ) 体重減少は揮全刻犬各群に共通して認められているが, 特に無投与群では 2週目にすでに30.1%
の減少率を示した｡ 一方インシュリン･ エストロゲン併用群では4週 目においても15.7% の減少率であ
り, 他 3群に比し低値を示した｡ インシュリン単独投与群, エストロゲン単独投与群は類似の傾向を示す
が, 後者は4 週に到り急に衰弱し, のち死亡する｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
輝全別の性腺におよぽす影響につき教室の西川はインシュリン投与にゴナ ドトロピンまたはエストロゲ
ンを併用すると, 術後の一般状態の好転する事実を確認 した｡ そこで, 著者は, エストロゲン投与が勝全
刻犬の消化吸収にいかなる影響を与えているか検討し, 次の結果を得た｡ 1 ) Cr20 3 を指標物質とした消
化吸収試験では, インシュ リン ･エストロゲンの併用は消化吸収能を全般的に改善し, 特に脂肪のそれは
インシュリン単独投与時の29.1% , エストロゲンの33.7% に比し82.1% と好転した｡ 2 ) 131Ⅰオレイン酸
吸収試験も併用群では血中吸収率の最大値, 糞便中排浬率において正常に近い値を示し, 各単独投与に比
し良好な成績を示した｡ 3 ) 肝胆汁分泌については, 輝全別後は過汁量の減少が認められ, また燐脂質は
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